


4.試 験結果および考察

表-1よ り所定のフローを保つために必要なポリマーセメ

ントモルタルの水・セメント比はポリマーセメント比の増加

に伴つて低下する。これはポリマーデイスパージョンの持つ
1)

界面活性作用に起因すると考えられる。試験結果は図-1か

ら図-3に 示す通りである。図-1は ポリマーセメント比と

圧縮強度の関係を示す。A社 製ポリマーを使用したモルタル

はポリマーセメント比が大きくなるに従って水 。セメント比

が小さくなるので圧縮強度は大きくなるが ,7%の 混入で充

分有効に働いている。

図-2は ポリマーセメント比とすリヘリ減量の関係を示す

。ポリマーセメント比の増加に伴ってすリヘリ減量は小さく

なる。およそ 14%の 混入ですリヘリ減量は約半分に低下す

る。写真-1は A社 製ポリマー混入 ,写真-2は B社製ポリ

マー混入のものである8両 社製品共ほゞ同様の効果があり ,

有効に働いている。
′

図-3は 材令 ・ポリマーセメン ト比と長さ変化率の関係を

示す。普通モルタルが一番収縮が大きく ,A,B共 社製品共

ポリマーセメン ト比の増加に伴って収縮は小さくなる。 しか  ′ ∫

し混入率の違いによる差は僅かであるので 7%の 混入で充分 長

効果があると考えられる。
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り)B社 製 SBRは 水和反応が若千阻害され ,硬化が遅い

と考えられる。すリヘリ減量測定では供試体の切断に約 1ケ

月かかったので ,この養生期間の延長によりA,B両 者に差

がなくなったものと考えられる。
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